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1. はじめに 

誘導電動機は一般産業用から家庭電化製品にいたるまで

きわめて広範囲な分野で利用されている。特にかご形誘導

電動機は構造が堅牢で耐環境性に優れ，ブラシを必要とし

ないことから保守性にも優れた特長を有している。しかし，

電動機の速度が周波数に依存し，負荷にかかわらずほぼ一

定回転速度を維持する特性のため，過去には，一定回転速

度の駆動機としての応用に留まっていた。 
電動機可変速化の歴史は古く，当初は直流電動機が主流

であった。電源として MG 装置や水銀整流器が使われてい

たが，1950 年代になると半導体整流素子（ダイオード）が，

1960 年代にはシリコン制御整流素子（サイリスタ）が登場

し，デジタル制御化が進んでいった。 

1970 年代後半までは，実用的な電力半導体はサイリスタ

のみであり，サイリスタレオナード制御の直流電動機が主

に用いられた。サイリスタ素子を利用した交流電動機の駆

動装置は回路が複雑となり高価であったため，その使用は

限定的であった。  

1970 年代後半にはパワートランジスタが開発され，その

後の低圧 IGBT（Insulated Gate Bipolar Transistor）素子の開発

により，電圧形インバータによる交流可変速化が一気に加

速され，1980 年代には低圧ドライブのほとんど全てが交流

化された。 

さらに，1980 年代にはサイリスタを用いた高圧大容量サ

イクロコンバータが登場し，従来，直流電動機の独擅場で

あった鉄鋼圧延主機用電動機が交流電動機に置き換わって

いった。 

その後，1990 年代にかけて電力半導体は高圧・大容量化

が進み，回路技術も大きく進歩し，交流可変速技術が大き

く進歩した。 

近年では，10MW を超える可変速誘導電動機や商用周波

数領域を大きく超える周波数で運転する超高速可変速誘導

電動機など高度なシステムが増えており，これらのシステ

ムを効率よく運用するためには，インバータが発生する高

調波の影響を精度良く把握する必要がある。 

本技術報告では，インバータが発生する高調波が，損失

（鉄損,銅損），軸電圧，コイル絶縁に及ぼす影響を調査す

るとともに，高調波損失については実機検証により特徴を

明確にし，その特徴を応用して実負荷試験を必要としない

新しい電動機特性算定法を提案している。 
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